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上
程
さ
れ
た
主
な
議
案

25
年
度
専
決
補
正
予
算

　

25
年
度
の
地
方
譲
与
税
の
確

定
や
不
用
額
の
精
査
に
よ
り
、

地
域
医
療
安
定
化
基
金
な
ど

に
、
９
千
万
円
積
み
増
し
し
ま

し
た
。

　

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
専

決
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
高
田

議
員
か
ら
異
議
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

採
決
の
結
果
賛
成
７
、
反
対

２
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
内
容

は
４
ペ
ー
ジ
高
田
議
員
の
質
疑

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

町
税
条
例
の
改
正

・
個
人
住
民
税
の
算
定
方
式
を

見
直
し
、
年
税
額
の
平
準
化

を
は
か
る
。

・
軽
自
動
車
税
の
税
率
が
平
成

27
年
４
月
よ
り
各
車
種
別
に
、

約
１
・
５
倍
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

〈
主
な
内
容
〉

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

　

一
人
当
た
り
の
平
均
課
税
額

と
し
て
、
15
万
４
千
円
（
８
千

円
増
）
と
な
り
ま
す
。

町
営
バ
ス
条
例
の
改
正

　

バ
ス
停
の
名
称
を
「
沼
田
厚

生
病
院
前
」
か
ら
「
沼
田
厚
生

ク
リ
ニ
ッ
ク
前
」
に
変
更

運
動
公
園
条
例
の
改
正

　

町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
使

用
料
に
回
数
券
の
利
用
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算・
企
業
立
地
促
進
補
助
金

　
　

１
千
万
円

・
が
ん
ば
る
高
校
生
応
援
手
当

５
千
円
か
ら
１
万
円
に
増
額

　
　

４
百
万
円

・
沼
田
町
地
域
医
療
介
護
力
向

上
事
業

　
（
医
療
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

　
　

５
百
89
万
円

・
新
規
就
農
促
進
業
務
委
託

　
　

６
百
万
円

・
農
地
・
水
事
業

　
　

９
百
50
万
円

・
農
業
者
人
材
育
成
事
業

　
　

百
万
円

・
就
農
支
援
農
場
牛
舎
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
改
修
工
事

　
　

９
百
63
万
円

　

（
内
保
険
分
５
百
80
万
円
）

・
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
積
立

　
　

４
百
万
円

人
権
擁
護
委
員
の
決
定

　

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

渡
部
順
子
氏
、
辻
廣
治
氏
に
決

ま
り
ま
し
た
。

追
加
議
案

・
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
購
入
事
業
に

係
る
購
入
契
約

　
　

３
千
７
百
万
円

・
中
央
農
村
公
園
野
球
場
改
修

工
事
の
請
負
契
約

　
　

５
千
６
百
16
万
円　
　
　

平成26年
第2回 定例会

6月19日
車種区分 クラス 現　行 改正後

原付自転車 ２輪 50㏄以下 １,０００円 ２,０００円

軽自動車

４輪
乗用

営　業 ５,５００円 ６,９００円

自家用 ７,２００円 １０,８００円

４輪
貨物

営　業 ３,０００円 ３,８００円

自家用 ５,０００円 ６,０００円

　議会が開けないやむを得ない場合に限り、町長は
議会に代わって議決と同じ効力をもつ専決をするこ
とができます。
　ただし、首長が専決権を乱用しないようにその行
使には慎重さと議会への報告が求められます。
　現在では、緊急性を要する場合に限定されています。

専決とは

野球場整備状況
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・
社
会
福
祉
法
人
助
成
条
例
の

全
部
改
正

・
沼
田
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

市
町
村
計
画
の
変
更

・
認
定
こ
ど
も
園
の
実
施
設
計

に
１
千
９
百
16
万
円

第
３
回
臨
時
会

6
月
27
日

手話言語法（仮称）の制定を求める

　平成23年に、障害者基本法改正で手話が言
語であると位置づけられたが、ろう者が暮ら
しやすい社会のための「手話言語法」（仮称）
の制定が必要である。

日本政府に核兵器全面禁止の
 決断と行動を求める

　沼田町は2010年3月「非核・平和の町」を
宣言している。核兵器の全面禁止は国民、沼
田町民の切なる願いである。2015年ＮＰＴ再
検討会議に向かい、核兵器のない世界への行
動が直ちに開始されるよう要望する。

規制改革会議意見書の取り扱いに
 配慮を求める

　「農林水産業・地域の活力プラン」改訂に
あたっては、真に農業者の所得向上・地域生
活インフラの維持向上・国民に対する食料供
給の安定確保・農地の適正利用に資する観点
から規制改革の意見書を取り扱うこと。

林業・木材産業の成長産業化に向けた
 施策の充実・強化を求める

　「森林整備の加速化・林業再生基金」の継
続など林野関連施策の充実・強化を図ること。

ウイルス性肝炎に対する
 医療費助成の拡充を求める

　ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費の
助成の創設、身体障害者福祉法上の肝機能障
害による身体障害者手帳の基準を緩和し、患
者の実態に応じた認定制度にする。

地方財政の拡充を求める

•地方自治体が「住民の福祉の増進」を図る
役割を発揮できる財源の確保を保障する。

•地方交付税は地方の財源格差是正と財源保
障の機能を果たすよう拡充する。

•「行革努力」を反映する交付税の算定は地
方交付税の目的、趣旨に反しており撤回す
る。

•「緊急防災・減殺事業」は住民の安全・安
心を確保する施策に活用する。

議決された意見書



4

た
の
か
、
な
ぜ
、
全
額
町
費
で

や
っ
た
の
か
。

　

重
点
施
策
を
大
幅
に
変
更
す

る
場
合
、
町
長
は
町
民
や
議
会

に
説
明
す
る
責
務
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

年
度
末
の
専
決
補
正
で
処
理

す
る
案
件
で
は
な
い
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。

　

私
も
就
任
以
来
こ

の
問
題
を
解
決
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
で
予
算
化
し
、

実
現
に
向
け
た
環
境
整
備
を
着

手
し
ま
し
た
が
、色
々
な
課
題
、

問
題
な
ど
が
あ
り
、
社
会
福
祉

法
人
と
も
、
慎
重
に
協
議
し
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
「
子
ど
も
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
を
業
務
委

託
を
し
、
今
年
の
３
月
に
出
来

上
が
り
ま
し
た
。
３
百
67
万
５

問　
平
成
25
年
度
の
重
点
施

策
で
あ
っ
た
「
認
定
こ
ど

も
園
」
計
画
は
長
年
の
懸
案
事

項
で
、
保
育
園
と
幼
稚
園
の
二

重
保
育
を
解
消
し
て
親
の
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
か
ら
、
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
平
成
25
年
度
補
正
予

算
の
専
決
で
１
千
万
円
以
上
の

減
額
補
正
が
さ
れ
ま
し
た
が
、

平
成
26
年
度
の
予
算
に
は
予
算

措
置
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
状
に
至
っ
た
経
過
と
、
今

後
の
事
業
展
開
を
ど
の
よ
う
に

推
進
し
ま
す
か
。

　

一
般
財
源
で
３
百
67
万
５
千

円
は
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し

高田　勲
議員

鵜野範之
議員

千
円
は
業
務
発
注
料
で

補
助
対
象
外
で
す
。
そ

の
結
果
当
初
予
算
に
は

間
に
合
わ
な
い
の
で
、

補
正
で
対
応
し
ま
す
。

　

今
回
の
専
決
処
分
の

対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

減
額
補
正
で
あ
り
、
決

算
を
見
据
え
て
行
い
ま

し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
専

決
処
分
の
趣
旨
を
踏
ま

え
慎
重
に
対
応
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

問　
本
町
に
お
い
て
の
「
Ａ

コ
ー
プ
」
は
生
鮮
食
料
品

を
扱
う
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
役
目
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
町
民
は

便
利
性
と
、
高
齢
化
時
代
を
迎

え
、
町
内
で
の
買
い
物
を
容
易

に
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
に
Ｊ
Ａ
の
建
替
え

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
店
舗
の
あ
り

方
の
つ
い
て
打
診
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

Ｊ
Ａ
は
「
組
合
員
か
ら
販
売

店
舗
の
継
続
を
要
望
さ
れ
て
い

る
が
、
年
間
数
千
万
円
の
赤
字

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
に
店

舗
を
建
て
て
も
ら
い
、
赤
字
額

を
小
さ
く
す
る
こ
と
で
、
維
持

し
た
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
論
を
町
・
Ｊ
Ａ
・
商

工
会
で
６
月
を
目
途
に
出
す
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
町
で
の
買
い
物
を
ど

の
よ
う
に
維
持
さ
せ
て
い
く
の

か
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
構
想
の

中
に
共
同
店
舗
施
設
と
あ
る
が
、

商
業
施
設
が
そ
の
場
所
に
移
る

こ
と
は
商
店
街
の
人
の
流
れ
が

変
わ
り
ま
す
。

　

利
用
す
る
町
民
は
そ
う
願
っ

て
い
な
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

町
の
財
政
的
に
農

協
単
独
で
運
営
す
る

店
舗
に
つ
い
て
は
補
助
は
困
難

と
判
断
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
店
舗
は
必
要
で
す

の
で
、
経
済
産
業
局
の
補
助
事

業
を
活
用
し
て
、
商
工
会
が
、

主
体
と
な
り
、
共
同
店
舗
、
商

業
施
設
な
ど
で
対
応
で
き
る
よ

う
に
調
整
中
で
す
。

　

今
後
は
、
３
者
で
十
分
協
議

を
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

場
所
に
つ
い
て
は
全
体
の
中

で
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
き

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

町
長
へ
の
一
般
質
問

「
認
定
こ
ど
も
園
」計
画
を

 
専
決
処
分
す
べ
き
で
な
い

今
後
は
慎
重
に
対
応
す
る

問答

町
民
の
買
い
物
を
ど
う
確
保
す
る
か

新
し
い
商
業
施
設
で
の
対
応
を
考
え
て
い
る

問答

園児のおむかえ



5

夜
高
あ
ん
ど
ん
ま
つ
り
の
駐
車
場
の
確
保
は

実
行
委
員
会
と
連
携
し
対
応
し
た
い

問答

渡邊敏昭
議員

は
優
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
政
策
が

う
ま
く
町
外
に
発
信
さ
れ
て
い

な
い
。

　

そ
の
こ
と
の
反
省
と
し
て
、

町
で
取
組
ん
で
い
る
重
点
施
策

の
中
の
「
農
村
型
コ
ン
パ
ク
ト

エ
コ
タ
ウ
ン
」
を
通
し
て
、
福

祉
、
医
療
、
介
護
を
含
め
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
作
り
、

町
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
。

問　
平
成
25
年
３
月
の
人
口

統
計
か
ら
推
定
さ
れ
た
、

平
成
52
年
の
町
村
別
人
口
予
想

で
は
、
沼
田
町
は
30
年
間
で
３

千
6
1
2
人
か
ら
、
１
千
8
7

0
人
に
な
り
、
人
口
減
少
率

48
・
２
％
に
な
る
と
推
計
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

沼
田
町
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
エ

コ
タ
ウ
ン
構
想
を
は
じ
め
、
診

療
所
、認
定
こ
ど
も
園
の
建
設
、

農
産
加
工
場
の
稼
動
、
老
朽
化

し
た
町
の
公
共
施
設
問
題
な
ど
、

現
状
を
み
て
も
多
く
の
事
業
を

抱
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
は
、町
を
維
持
、

運
営
し
て
い
く
上
で
、
大
き
く

影
響
す
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
人
口
推
計
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
る
の
か
、
町
長
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
町
と
し
て
、
人
口
減

少
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
の
か
、
近
隣
の
町
と

比
較
、
あ
る
い
は
沼
田
町
の
特

色
あ
る
政
策
を
聞
き
た
い
。

　

人
口
減
少
は
、
私

た
ち
の
町
だ
け
で
は

な
く
、
全
国
的
な
傾
向
で
す
。

　

現
実
問
題
と
し
て
町
も
、
危

機
感
の
中
に
お
い
て
財
政
、
施

設
の
問
題
、
今
の
予
算
規
模
が

い
つ
ま
で
維
持
で
き
る
か
と
い

う
の
は
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
事
業
の
見
直
し
、

施
設
整
備
の
統
廃
合
も
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
が
、
住
む
人
の
為
の
施
設

は
作
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
取

る
か
今
後
の
中
で
、
考
え
て
い

き
た
い
。

　

今
の
政
策
の
中
で
は
、
子
育

て
政
策
で
は
、
中
学
生
の
医
療

費
の
助
成
、保
育
料
の
軽
減
策
、

高
校
生
応
援
手
当
、
定
住
住
宅

の
奨
励
な
ど
が
、
他
の
町
よ
り

問　
今
年
も
、
夜
高
あ
ん
ど

ん
祭
り
に
何
万
人
も
、
観

光
客
が
来
ら
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

大
勢
の
方
が
車
で
来
ま
す
が
、

か
な
り
の
人
が
、
駐
車
場
が
わ

か
ら
ず
困
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

駐
車
場
に
は
、
元
の
中
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
、
町
の
施
設

　

た
く
さ
ん
の
人
に
、
あ
ん
ど

ん
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
頂
く
た

め
に
、
駐
車
場
を
探
す
こ
と
に

苦
労
し
な
い
よ
う
な
方
策
を
聞

き
た
い
。　

夜
高
あ
ん
ど
ん
祭

り
は
、実
行
委
員
会
、

観
光
協
会
が
主
体
で
す
の
で
、

駐
車
場
の
問
題
は
、
行
政
と
し

て
は
直
接
的
に
は
対
応
で
き
ま

せ
ん
が
、
駐
車
場
の
確
保
に
向

け
て
、
観
光
協
会
、
実
行
委
員

会
と
も
、
連
携
を
と
り
な
が
ら

進
め
た
い
。

　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
使
っ
た
送

迎
は
平
成
13
年
に
取
り
組
み
ま

し
た
が
利
用
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

町
内
の
空
き
地
、
Ｊ
Ａ
の
用

地
の
利
用
な
ど
は
相
手
の
事
情

も
聞
き
な
が
ら
、
駐
車
場
の
確

保
に
取
り
組
み
た
い
。

人
口
減
少
を
く
い
止
め
る
策
は

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し

 

ア
ピ
ー
ル
し
た
い

問答

予定ではエコタウンの核となる旧中学校跡地

上野敏夫
議員

もうすぐあんどんまつり

な
ど
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
場

所
が
わ
か
り
づ
ら
く
、
迷
い
な

が
ら
、
駐
車
場
を
さ
が
し
て
い

ま
す
。

　

観
光
客
が
、わ
か
り
や
す
い
、

五
ヶ
山
の
広
場
で
あ
る
と
か
、

農
村
公
園
公
園
な
ど
に
、
大
き

な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
送
迎
し
て
は

ど
う
か
。

　

ま
た
、
あ
ん
ど
ん
会
場
に
近

い
、
Ｊ
Ａ
の
倉
庫
周
辺
が
近
年

利
用
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
駐
車
場
と
し
て
使
う
こ
と

が
出
来
な
い
の
か
。



6

学
校
の
給
食
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に

 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
る
べ
き
だ
が

財
源
も
含
め
１
市
４
町
で
議
論
す
る

問答

セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
こ
の
機
会

に
こ
そ
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
く
経
費
を
投
入
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い

か
が
か
。

　

も
し
道
教
委
が
経
費
を
払
わ

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
１
市
４
町

で
お
金
を
出
し
合
い
、
栄
養
士

や
調
理
人
ら
を
追
加
で
雇
用
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

教
育
長
　

ア
レ
ル
ギ
ー
を

持
つ
全
国
の
児
童

や
生
徒
の
数
は
、
こ
の
約
10
年

間
で
２
・
６
％
か
ら
４
・
５
％

に
倍
増
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
へ
の

期
待
は
、
子
ど
も
や
保
護
者
の

間
に
も
今
後
ま
す
ま
す
膨
ら
ん

で
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
な
の
に
新
し
く

で
き
た
北
空
知
圏
学
校

給
食
組
合
で
は
、
ま
だ

ア
レ
ル
ギ
ー
の
議
論
は

特
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

学
校
や
保
護
者
な
ど

の
意
見
も
こ
れ
か
ら
聴

の
弱
点
を
お
ぎ
な
う
こ
と
が
、

成
功
に
は
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
、
計
画
さ
れ
て

い
る
予
定
地
が
国
道
に
隣
接
し

て
い
る
好
条
件
を
活
用
し
、
道

の
駅
を
合
わ
せ
て
設
計
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
道
の
駅

に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
た
め

に
は
「
集
客
」、「
観
光
」、「
沼

田
町
な
ら
で
は
の
独
自
性
」
の

問　
給
食
セ
ン
タ
ー
が
来
年

４
月
か
ら
深
川
市
に
て
、

１
市
４
町
で
運
営
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
地
域
内
に
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
を
持
っ
た
児
童
は
1
9
3

人
い
ま
す
。
し
か
し
、
保
護
者

の
対
応
な
ど
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
き
ち
ん
と
し
た
対
応

を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
栄
養
士

や
調
理
人
を
増
や
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ど
、
経
費
が
か
か　

り
ま
す
。
し
か
し
新
し
い
給
食

問　
沼
田
町
の
『
コ
ン
パ
ク

ト
・
タ
ウ
ン
構
想
』
が
政

府
の
モ
デ
ル
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

し
か
し
沼
田
町
の
構
想
は
、

テ
ー
マ
が
「
健
康
」
で
、「
今

住
ん
で
い
る
町
民
が
幸
福
に
な

る
」
視
点
が
中
心
で
す
。
そ
れ

で
は
人
口
増
（
交
流
・
定
住
）

の
イ
ン
パ
ク
ト
が
含
ま
れ
て
い

な
い
点
に
国
側
の
モ
デ
ル
と
の

整
合
性
に
誤
差
が
あ
り
、
弱
点

で
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。
こ

き
な
が
ら
、
取
り
急
ぎ
こ
の
対

応
に
向
け
て
の
具
体
的
方
策
を

議
論
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

の
財
源
は
、
こ
れ
か

ら
始
ま
る
１
市
４
町
で
の
議
論

が
合
意
し
て
か
ら
判
断
す
る
。

　

そ
の
議
論
の
結
果
、
必
要
で

あ
れ
ば
栄
養
士
な
ど
の
増
員
を

道
教
委
に
お
願
い
す
る
な
ど
の

運
営
体
制
を
作
り
、
そ
れ
に
と

も
な
う
経
費
も
検
討
し
ま
す
。

３
つ
が
必
要
で
す
。「
健
康
」

が
テ
ー
マ
の
道
の
駅
で
は
イ
ン

パ
ク
ト
が
弱
す
ぎ
ま
す
。
そ
の

た
め
に「
夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
り
」

を
一
年
間
3
6
5
日
の
中
の
２

日
間
の
み
か
ら
、
５
〜
８
月
の

制
作
中
を
公
開
す
る『
夜
高〝
制

作
〞
道
の
駅
』
に
す
れ
ば
、
観

光
日
数
が
一
気
に
45
倍
の
90
日

に
な
り
ま
す
。　
　

　

さ
ら
に
制
作
の
オ
フ
期
間
は
、

あ
ん
ど
ん
の
展
示
を
し
、
念
願

の
『
化
石
工
房
』
も
併
設
す
れ

ば
、
地
元
と
広
い
地
域
を
巻
き

込
み
観
光
と
商
業
に
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
ま
す
が
、
い
か
が
で

す
か
。

　

ま
だ
発
表
は
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
構
想
の
実
現
に
あ
た
っ
て
、

単
な
る
医
療
福
祉
の
充
実
に
留

ま
ら
ず
、交
流
人
口
の
増
加
や
、

移
住
定
住
策
も
当
初
か
ら
考
え

て
い
て
、
そ
の
一
つ
に
国
道
に

面
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
、

道
の
駅
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

構
想
の
優
先
順
位
は
医
療
と

住
宅
で
す
が
、
今
い
た
だ
い
た

提
案
は
評
価
し
て
い
ま
す
の
で
、

内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
今
後
、

検
討
し
ま
す
。

絵内勝巳
議員

道
の
駅
で
、コ
ン
パ
ク
ト・
タ
ウ
ン
を

 

イ
ン
パ
ク
ト・
タ
ウ
ン
に
で
き
な
い
か

構
想
に
、道
の
駅
も
想
定
し
て
い
る

問答

久保元宏
議員

久保議員の「道の駅」のイメージ
旧中学校グラウンド

国道275号線
駐車場
見学通路

夜高あんどん制作工房

化
石
工
房

学
校

役
場

自
衛
隊

農
協

商
工
会

新しい給食センターができる前に
みんなで議論を深めよう♪
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今
の
沼
田
町
の
状
況
か
ら
は
、

単
独
で
は
チ
ー
ム
と
し
て
は
成

り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
、
ど
の
よ
う
に
北
空
知

で
そ
の
形
を
作
っ
て
い
く
の
か

と
い
う
こ
と
は
、
北
空
知
の
教

育
関
係
者
の
中
で
話
し
合
い
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問　
沼
田
町
の
子
ど
も
の
数

も
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ

て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や

中
学
校
の
部
活
動
が
ご
く
少
数

の
種
目
に
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
に

お
け
る
未
知
の
能
力
を
発
掘
さ

せ
る
た
め
に
も
、
も
っ
と
自
由

に
い
ろ
い
ろ
な
種
目
に
取
り
組

め
る
よ
う
な
環
境
作
り
が
必
要

と
思
う
が
教
育
長
の
見
解
を
問

う
。教

育
長
　

子
ど
も
の
数
が

減
少
し
て
き
て
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
中
学
校
の

部
活
な
ど
も
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
実

小
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
ど
う
す
る
か

合
同
チ
ー
ム
で
の
参
加
が
予
想
さ
れ
る

問答 教
育
長
へ
の
一
般
質
問

津川　均
議員

今回の定例議会の傍聴者は、6名でした。
みなさまの傍聴を待っています。 次回９月は中学生が傍聴予定です。

　誰が聞いても、質問内容、答弁内
容を分かり易く、簡潔にしてほしい。
 男・80才

　質問議員の内容が書面で配布されるこ
とは傍聴していても分かり易く良いこと
です。質問趣旨が長いため、内容がはっ
きりしない場合がある。 男・76才

傍聴席の生の声 傍聴席の生の声

態
で
す
。

　

た
だ
こ
れ
は
沼
田
ば
か
り
で

は
な
く
て
、こ
の
北
空
知
管
内
、

深
川
も
含
め
て
似
た
よ
う
な
状

況
で
す
。

　

中
学
校
の
部
活
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
お
い
て
３
年
生
が
引
退

し
た
後
、
よ
そ
の
中
学
校
の
チ

ー
ム
と
合
同
チ
ー
ム
を
作
っ
て

参
加
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
今
現
在
も
北
空
知
管
内

で
は
そ
の
形
は
あ
っ
て
、
今
後

そ
う
い
う
形
が
広
が
っ
て
い
く

だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
秘

め
た
能
力
が
、
自
分
も
周
り
も

気
づ
か
な
い
内
に
埋
も
れ
さ
せ

て
し
ま
う
と
い
う
可
能
性
が
あ

り
、
非
常
に
残
念
に
思
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

出
来
る
こ
と
な
ら
、
子
ど
も

た
ち
に
色
々
な
選
択
肢
を
与
え

て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

沼田の子どもたちのスポーツ意欲は高い
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全
道
町
村
議
会
議
長
会
主
催

の
議
員
研
修
に
全
員
で
参
加
し

て
き
ま
し
た
。

　

前
段
は
「
議
会
改
革
の
こ
れ

か
ら
」
と
題
し
て
、
法
政
大
学

の
広
瀬
克
哉
教
授
の
講
演
で
し

た
。
全
国
で
5
6
6
の
町
村
議

会
が
「
議
会
基
本
条
例
を
制
定

し
て
い
る
こ
と
や
、
議
会
報
告

会
の
あ
り
よ
う
、
首
長
と
の
対

峙
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
聴
き

ま
し
た
。

　

後
段
は
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ

み
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
橋
本
五

郎
氏
の
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
の

政
治
」と
題
し
た
講
演
で
し
た
。

消
費
税
を
上
げ
て
も
安
倍
政
権

の
支
持
率
が
下
が
ら
な
か
っ
た

メ
カ
ニ
ズ
ム
や

「
特
定
秘
密
保

護
法
案
」「
集

団
的
自
衛
権
の

憲
法
解
釈
変

更
」
な
ど
の
政

策
決
定
の
う
ら

が
わ
を
面
白
お

か
し
く
解
り
易

く
説
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

北
竜
町
で
開
か
れ
た
、
空
知

町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
議
員

研
修
に
全
員
で
参
加
し
て
き
ま

し
た
。

　

「
地
方
が
輝
く
た
め
に
」
と

題
し
て
前
釧
路
公
立
大
学
学
長

の
小
磯
修
二
氏
の
講
演
で
し
た
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
の
た
め
に
人

の
住
む
地
域
を
変
え
て
い
く
政

策
で
あ
り
、
課
題
が
多
い
と
述

べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
所
管
事
務
調
査
は

「
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
」

で
す
。
処
分
場
視
察
を
す
る
こ

と
と
な
り
、
折
角
の
機
会
な
の

で
、
全
議
員
で
視
察
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
深
川
に
あ
る
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
ご
み
の
分
別

の
様
子
や
最
終
処
分
地
へ
搬
送

す
る
手
順
な
ど
を
視
察
し
ま
し

た
。
沼
田
町
か
ら
出
た
ご
み
は

一
度
こ
こ
に
集
め
ら
れ
て
、
リ

ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
最
終

処
分
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
近
年

沼
田
町
か
ら
の
ご
み
は
増
加
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
原
因

の
究
明
が
今
回
の
委
員
会
調
査

の
命
題
で
す
。

　

続
い
て
歌
志
内
に
昨
年
４
月

に
で
き
た
最
終
焼
却
処
分
場

「
中
・
北
空
知
エ
ネ
ク
リ
ー
ン
」

を
視
察
し
ま
し
た
。
中
・
北
空

知
６
市
７
町
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
可
燃
ご
み
は
こ
こ
に
集
め
ら

れ
、
焼
却
処
理
さ
れ
ま
す
。
国

で
定
め
ら
れ
た
排
気
基
準
よ
り

も
数
段
厳
し
い
自
主
規
制
を
設

け
て
そ
れ
を
遵
守
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
確
か
に
、
臭

い
ま
で
も
焼
却
し
て
お
り
、
館

内
は
と
て
も
さ
わ
や
か
で
し
た
。

　

焼
却
で
出
る
熱
は
電
力
に
変

え
ら
れ
て
売
却
し
、
各
市
町
の

負
担
金
の
軽
減
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

全
道
町
村
議
会
議
員
研
修

空
知
町
村
議
会
議
員
研
修

総
務
民
教
常
任
委
員
会
視
察

７
月
４
日

７
月
24
日

６
月
13
日

熱心に聞き入る沼田町議会議員

コンパクトタウンに警鐘を鳴らした小磯修二氏

エネクリーンを視察

熱弁をふるう橋本五郎氏



9

　

今
年
の
こ
ど
も
議
会
は
沼
田

中
学
校
３
年
生
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
す
。

　

そ
の
勉
強
の
一
環
と
し
て「
公

民
」
の
時
間
に
議
会
議
員
全
員

で
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
地
方
議
会
と
は
な
に
か
」「
議

員
と
町
長
の
違
い
は
な
に
か
」

な
ど
解
り
易
く
説
明
す
る
こ
と

の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
か
ら
は
「
女
性
議
員

は
い
な
い
の
か
」
と

か
「
ど
の
よ
う
な
条

例
が
あ
る
の
か
」
な

ど
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
、
中
学
生
た

ち
は
９
月
定
例
会
の

傍
聴
を
経
て
11
月
に

こ
ど
も
議
会
が
開
か

れ
る
予
定
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
い
つ
も

と
は
違
っ
た
斬
新
で

初
々
し
い
議
会
を
傍

聴
に
来
て
く
だ
さ
い
。

中
学
校
に
出
前
授
業

７
月
11
日

津川議員のコメント
　今後、コンパクトエコタウン構想につい
ては、更なる町民への周知がポイントにな
ると思います。努力を期待します。

シリーズ追跡⑧
平成25年12月 津川議員の一般質問

打てば響く行政を

住民生活課・建設課・農業商工課・政策推進室
の回答
　各課の窓口対応については、親切丁寧に対応
するよう気を付けておりますが、何かお気づき
の点がございましたら、ご指摘ねがいます。ま
た毎年、自治振興協議会を通じて地域からの意
見・要望をお聞きし回答させていただいており
ます。さらには、各行政区に役場職員を「地区
担当職員」として配置しておりますので、区長
さんを通じてご連絡いただければ対応すること
になっております。
　農村型コンパクトエコタウン構想については、
皆さんとともに進め、意見を反映していくこと
で、多くの方にうけいれられるプロジェクトに
していきます。
　専用の広報誌『これから通信』をつくり、ご
家庭に配布しておりますのでご覧いただきたい
と思います。
　今後の勉強会や話し合いの場への参加をお待
ちしています。

問
答 ていねいな説明を心掛ける

弁天公園に時計を設置

中学生に議会のしくみについて説明しました

　

昨
年
は
小
学
４
年
生
が
子
ど
も
議
会
を

行
い
ま
し
た
。
小
学
生
な
ら
で
は
の
意
見

を
堂
々
と
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。『
教
室

が
暑
す
ぎ
る
』『
帰
る
時
間
が
わ
か
ら
な

い
の
で
公
園
に
時
計
が
ほ
し
い
』
な
ど
の

意
見
が
あ
り
政
策
に
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
時
計
が
緑
町
公

園
と
弁
天
公
園
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
議
会
の
成
果

６
月
18
日
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「
議
会
広
報
」

２
０
１
４
年
８
月
７
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―

３
５
―

２
１
１
７

　町観光協会は、本年４月に観光情報プラザ内に
事務所を開設し専門スタッフを常駐させての会運
営を始めました。
　現状、３名の観光協会職員と商工会役職員、役
場担当職員が力を合わせながら観光関係の事業を
進めています。
　既定の事業運営に追われながらの組織運営シス
テムの改変のため、不恰好な事態に陥ることが多々
あり決してスムーズとは言えませんが、着実に新
しい観光協会へと生まれ変わりつつあります。
　沼田町は、今や北海道を代表する夏祭りとなっ
た「夜高あんどん祭り」を始め、「ほたる祭り」，「雪
夏祭」など多くのイベントを抱え、様々なユニー
クな取り組みを行っていることもあり、マスコミ
はもちろん、国、道、他の自治体からの注目度が
高い町となっています。
　しかしながらその注目度の拡大に対し、情報の
受発信の体制が追い付いておらず、観光事業（物
販を含む）を通しての地域発展においては決して
満足いく結果は得られていない状況が続いていま
す。
　観光関連情報を有益に活用するには豊富な予算
と人員があるに越したことにありませんが、現状
ではないものねだりでしかなく効果が上がらない
言い訳にもなりません。
　これまで小さな身体で大きな結果を得てきたの
が沼田町の歴史であり沼田人の心意気です。
　限られた予算と人員そしてあらゆる財を効率よ
く活用し知恵と努力で大きな結果を得るよう努力
していきたいと思います。
　町民一人一人が町の広報マンです。ぜひ気軽に
観光協会にお立ち寄りください。
　みなさんの何気ない一言や情報から何かが生ま
れます。

商工会会長
観光協会会長 吉 住  淳 男

広
報
特
別
委
員

中
村
保
夫
　
長
原
　
誠

鵜
野
範
之
　
久
保
元
宏

　

今
年
４
月
か
ら
消
費
税
が
５

％
か
ら
８
％
に
変
わ
り
ま
し
た
。

来
年
は
10
％
と
な
り
法
人
税
が

下
が
り
ま
す
。

「
増
税
反
対
」
と
叫
ん
で
い
た

方
々
が
首
相
や
財
務
大
臣
な
る

と
、「
消
費
増
税
や
む
な
し
」

と
な
る
。

　

今
年
度
の
国
の
予
算
は
96
兆

円
、主
な
税
収
は
50
兆
円
で
内
、

消
費
税
で
15
兆
円
、
所
得
税
で

14
兆
円
、
法
人
税
で
10
兆
円
と

な
る
。

　

一
方
の
歳
出
は
高
齢
化
に
伴

う
社
会
保
障
費
で
30
兆
円
、
道

路
な
ど
を
補
修
す
る
公
共
事
業

費
で
６
兆
円
、
地
方
交
付
税
は

16
兆
円
、
国
債
費
23
兆
円
と
な

り
、
国
の
借
金
は
１
千
兆
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

当
然
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が

悪
く
、
増
税
す
る
し
か
な
い
。

　

皆
さ
ん
の
払
っ
た
税
金
で
何

を
望
み
、
何
を
我
慢
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
考
え
、
今
後

は
コ
ン
パ
ク
ト
な
使
い
道
が
求

め
ら
れ
て
い
く
。

あ
と
が
き

みんなでつくる
 新しい観光協会

　

沼
田
町
議
会
の
杉
本
議
長
、

絵
内
議
員
、
浅
野
前
局
長
に
北

海
道
町
村
議
会
議
長
会
自
治
功

労
者
表
彰
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

杉
本
議
長
は
町
村
議
会
議
長

と
し
て
７
年
以
上
、
絵
内
議
員

は
町
村
議
員
と
し
て
15
年
以

上
、
浅
野
前
局
長
は
議
会
事
務

局
と
し
て
７
年
以
上
で
す
。

　

大
変
ご
く
ろ
う
様
で
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

杉
本
議
長　
皆
さ
ん
の
お
か
げ

を
も
っ
て
表
彰
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ど
う
も
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

絵
内
議
員　
長
年
に
わ
た
っ
て

活
躍
で
き
た
の
も
地
域
の
協
力

の
お
か
げ
で
す
。

　

今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

浅
野
前
局
長　
い
ろ
い
ろ
と
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

功
労
者
表
彰
に
３
氏

絵内議員へ伝達

浅野前局長へ伝達


